

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































永仁3 1295 1 ×
嘉元1 1303 1 ×
徳治3 1308 1 × 憲淳（醍醐寺報恩院）
応長1 1311 2 ×
正和1 1312 1 ×
同3 1314 2 ×
　　　　隆勝（醍醐寺釈迦院）
w常楽記』編纂者の年齢「愚身世五歳也」
元応2 1320 6 ×
　一ｳ早1 1321 12 × 道順（醍醐寺報恩院）
同2 1322 7 ×
同3 1323 9 ×
同4（正中D 1324 16 ×
正中2 1325 14 X
同3（嘉暦1） 1326 20 ×
嘉暦2 1327 23 × 絵師宅間入道了尊
同3 1328 10 ×
同4（元徳ユ） 1329 11 ×
元徳2 1330 20 × 宅間式部大夫
同3（元弘1） 1331 8 ×
同4（元弘2） 1332 16 ×
信耀（醍醐寺理性院）、宅間遠江法印朝勝
w常楽記』編纂者の母の死没「御母儀、六十へ」
同5（元弘3） 1333 4 ×
建武1 1334 5 ×
同2 1335 5 ×
同3 1336 7 ×
同4 1337 5 ×
同5（暦応1） 1338 5 ×
暦応2 1339 6 × 後醍醐天皇
同3 1340 5 × 慶尊（醍醐寺僧）
同4 正341 7 ×
同5（康永1＞ 1342 9 ×
康永2 1343 6 ×
同3 1344 6 ×
同4（貞和1） 1345 9 ×
貞和2 1346 12 ×
同3 1347 11 ×
同4 1348 11 ×
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同5 1349 6 ×
同6（観応D 1350 8 ×
観応2 1351 19 ×
同3（文和1） 1352 20 ×
文和2 1353 17 × 隆舜（醍醐寺報恩院）、実助（同金剛王院）
同3 1354 10 × 北畠親房
同4 1355 9 ×
同5（延文1） 1356 10 ×
延文2 1357 9 × 賢俊（醍醐寺三宝院）、文観（同報恩院）
同3 1358 12 × 足利尊氏
同4 1359 11 ×
同5 1360 4 ×
康安1 1361 4 ×
同2（貞治1） 1362 3 ×
貞治2 1363 3 ×
同3 1364 13 ×
同4 1365 9 ×
同5 1366 13 ×
同6 1367 12 × 足利義詮
同7（応安1） 1368 3 ×
応安2 1369 7 ×
同3 1370 28 × 聖尊（醍醐寺遍智院）
同4 1371 15 ×
同5 1372 7 ×
同6 1373 9 ×
同7 1374 10 ×
同8（永和1） 1375 4 ×
永和2 1376 10 ×
同3 1377 9 ×
同4 1378 15 ×
康暦1 1379 19 × 光済（醍醐寺三宝院）
同2 1380 11 ×
永徳1 1381 9 ×
同2 1382 8 ×
同3 1383 5 ×
至徳1 1384 12 ×
同2 1385 4 ×
同3 1386 5 × 随教（醍醐寺僧、鐘突）
同4（嘉慶1） 1387 18 ×
嘉慶2 1388 21 ×
同3（康応1） 1389 12 × 光助（醍醐寺円光院）
康応2（明徳1） 1390 6 ×
明徳2 1391 23 × 教善（醍醐寺理性院）
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同3 1392 10 ×
同4 1393 11 ×
同5（応永1） 1394 2 ×
応永2 1395 7 △
同3 1396 0 ● 5
同4 1397 0 ●
同5 1398 0 ●
同6 1399 1 ×
同7 1400 1 ×
同8 1401 1 ×
同9 1402 1 ×
同10 1403 0 ○
同11 1404 0 ●
同12 1405 6 ×
同13 1406 2 ×
同14 1407 0 ○
同15 1408 4 × 足利義満
同16 1409 0 ○
同17 1410 2 ×
同18 1411 0 ○
同19 14正2 3 ×
同20 1413 9 △
同21 1414 2 △
同22 1415 6 ×
同23 1416 0 ○
同24 1417 0 ○
同25 1418 2 △
同26 1419 7 ×
同27 1420 4 △
同28 1421 0 ○
同29 1422 0 ○
同30 1423 0 ●
同31 1424 8 × 六角絵所寂済
同32 1425 0 ● 『常楽記』原本に死没者が記された最終年か







































































































2 明治44年（1911）5月22日 池田清助 京美倶 宅間勝賀 文殊大士
3 5月30日 某大家 東美倶 法印勝賀 十八羅漢










7 大正元年（1912）11月25日 山田柏庵・某旧家 京美倶 宅間澄賀 弥陀三尊
8 大正2年（1913）3月17目 某家 東美倶 宅磨勝賀
聖徳太子
ｹ門å





10 10月正8日 某家 東美倶 宅磨良賀 羅漢
11 11月7日 西本願寺大谷家 西本願寺 宅磨澄賀 西葉尊立像





13 大正3年（1914）　5月12日 内藤嘉右衛門 京美倶 宅間勝賀 出山釈迦
14 大正4年（1915）　5月20日 某家 大美倶 宅磨了尊 地蔵尊
15 6月21日 某伯爵 東美倶 宅磨法眼 十二天
16 10月4日 某子爵・某大家 東美倶 宅磨 淡彩柏鷹
17 10月24日 生嶋 大美倶 宅億栄賀 羅漢










20 大正5年（1916）　4月17日 鍋倉直 東美倶 宅間栄賀 五暑文殊、浬薬図

















26 大正6年（1917）　1月29日 某家 東美倶 宅磨良賀 羅漢
27 2月19日 萩原家・某家 東美倶 宅磨了尊 十六善神図





29 4月23日 某家・某家 東美倶 宅磨為行 三尊仏
30 6月11日 赤星 東美倶 宅磨澄賀 弥陀来迎図
31 6月18日 吹田生田氏・下京某氏 京美倶 宅磨 赤童子












34 10月8日 赤星 東美倶 宅磨為久 十六羅漢





36 11月1日 高田博士 東美倶 宅磨良賀 羅漢
37 ll月5日 佐竹侯爵 東美倶 宅磨栄賀 繊





39 大正7年（1918）　4月5日 高橋家 東美倶 宅磨澄賀 十二天（二幅）
40 5月11日 某家 大美倶 宅間 十六羅漢・三尊仏
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41 10月21日 徳川公爵 東美倶 宅磨澄賀 不動
42 12月2日 冷泉子爵家・某家 東美倶 為久 羅漢
43 12月12日 某子爵家 東美倶 宅摩栄賀 弁求天
44 大正8年（1919）12月22日 某家 東美倶 栄賀 弁財天
45 大正9年（1920）　2月19日 丹羽子爵家・某家 東美倶 托摩 不動尊
46 3月29日 国府寺家・馬島家 東美倶 宅磨良賀 羅漢
47 11月8日 旧華族・某大家 東美倶 栄賀 月ヲξ
48 大正10年（1921）　3月7日 末久子爵 東美倶 宅磨為久 頼朝公像
49 大正11年（1922）7月14日 中村（雁半） 東美倶 琢麻 聖徳太子像
50 12月5日 某家 京美倶 宅磨 十六善神・五大力
51 大正12年（1923）2月19日 伯爵山田空斎 東美倶 宅磨 中阿弥陀左右来迎仏
52 4月2日 大河内家・某家 東美倶 宅磨澄賀 恵果和尚
53 5月21日 群馬県高崎市中嶋家 東美倶 栄賀 羅漢
54 6月7日 某旧家・某家 東美倶 宅磨 瀧見羅漢





56 大正13年（1924）4月15日 新潟藤井忠太郎 超願寺 法眼琢摩 菅相公御神像
57 10月27日 益田信世 東美倶 宅間栄賀 人丸















就任期間（年号） 就任期間（西暦） 別当名 別当所属
正安2 1300 成恵 安祥寺
正安3一正和5 1301－16 光誉 安祥寺
文保1一元応1 1317－19 良伊 安祥寺
元応2一元亨3 韮320←23 信耀 醍醐寺理性院
正中1 1324 光誉 安祥寺
正中2一元弘1 1325－31 良伊 安祥寺
正慶1、同2 1332．33 光誉 安祥寺
建武1一文和1 1334－52 隆雅 安祥寺
文和2 1353 隆源 安祥寺
文和3、4 1354．55 良厳 安祥寺
延元1一永和2 1356－76 興雅 安祥寺
永稲3一康暦1 1377－79 宗助 醍醐寺理性院
康暦2一応永1 1380r94 賢耀 醍醐寺理性院
応永2 1395 光儂 醍醐寺理柱院
応永3－5 1396－98 宗助 醍醐寺理性院


































































































































































































































番号 名称 所蔵 制作年代
1 自画像（模本　住吉広行筆） 東福寺 （原本）永徳3年（1383）
2 五百羅漢図 東福寺・根津美術館 永徳3～至徳3年G383～86）
3 大道一以像 奈良国立博物館 明徳5年（1394）
4 在先希譲像 霊光院 応永10年（1403）以前
5 春屋妙竈像 光源院 応永11年（1404）以前
6 在山素王割象 東福寺 応永13年（1406）
7 仏浬繋図 東福寺 応永15年（1408）
8 三十三観音図 東福寺 応永19年（1412）
9 漢隠小築図 金地院 応永20年（正4B）
10 白衣観音図 東京国立博物館 応永31年（1424）頃
11 釈迦三尊三十祖像 鹿王院 応永33年（1426）
12 白崖宝生像 泉龍院 応永33年（1426）
13 四十祖像 東福寺 応永34年（1427）
14 寒山拾得図 東福寺 不明
15 騎獅文殊図 個人 不明
16 聖一国師像（着色） 東福寺 不明
17 聖一国師像（墨画） 東福寺 不明
18 蔵山順空像 永明院 不明
19 達磨蝦墓鉄拐図 東福寺 不明
























































































































同6 1350 長祐、称名寺所蔵「三千仏図」を描く　（銘文） 観応の擾乱始まる
観応1 1350
　　　　　四条堀川下野法印、
ｧ政寺所蔵「当麻曼茶羅」を描く（銘文）
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正平6 1351 正平一統
文和2 1353
タクマノ法眼ノ弟子、平心慮斎の頂相を描く
@　　　（『覚源禅師年譜あなど）
実助没
同3 1354 長祐、法雲寺所蔵「仏浬繋図」を描く　（銘文）
同4 1355 厳雅、個人蔵「大威徳転法輪曼茶羅」を描ぐ（銘文）
延文2 1357 文観、賢俊没
同3 1358 足利尊氏没
応安1 1368 明王朝成立
同3 1370 聖尊没
至徳3 1386
浄宕、法光寺所蔵「地蔵菩薩坐像」に彩色する
@　　　　　　　　（銘文）
明徳3 1392 南北朝合一
応永2 1395
栄賀、常盤山文庫所蔵「柿本人麻呂像」を制作する
@　　　　　　　　（賛）
同15 1408
　　　　　足利義満没
ｾ兆、東福寺所蔵「仏浬繋図1を制作
同31 1424 六角寂済没
応仁1 1467 応仁・文明の乱始まる
文明9 1477 応仁・文明の乱終わる
元禄4 1691 『本朝画史』刊行される
※本文において本参考資料については言及していない。適宜ご参照いただきたい。
※　【詫磨派関係事項」では、同時代資料に認められる詫磨派の活動を示し、末尾に出典を明
　　記した。
※　「博士論文関係事項」では、本稿に関する詫磨派以外の重要な事項を示し、出典は割愛し
　　た。
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【参考資料14】作者名の明らかな詫磨派の現存作例一覧
　　作者
i活躍地・時期）
名称 所蔵 作者名の根拠
　　　　勝賀
i中央・12世紀後半～13世紀前判
一二天屏風 東寺 文献資料との照合
両界曼茶羅 東寺 文献資料との照合
不動明王図像 醍醐寺 銘文
　　　長賀
i中央・13世紀前半～後半）
二童子像 ブリア美術館 印章
兀庵普寧像 正伝寺 賛文及び文献資料との照合
一八羅漢図 所在不明 印章
　　　賢信
i中央・14世紀前半）
青面金剛図像 高野山正智院 銘文
太元帥明王像 醍醐寺 文献資料との照合
　　　厳雅
i中央・14世紀中頃）
大威徳転法輪曼茶羅 個人 銘文
愛染明王像 大慈恩寺 款記
柿本人麿像 常盤山文庫 印章
釈迦三尊・羅漢図 京都国立博物館 款記
一六羅漢図 藤田美術館 款記・印章
　　　　栄賀
i中央・14世紀中頃～後半）
普賢菩薩図 ブリア美術館 印章
仏浬葉図 大樹寺 款記・印章
不動明王二童子像 静嘉堂文庫美術館 款記
布袋図 個人 印章
山越阿弥陀図 出光美術館 款記
四条堀川下野法印
i中央・14世紀中頃）
当麻曼茶羅 立政寺 銘文
たくまの常陸法印
i関東・14世紀前半）
釈迦・多宝如来像
@　（彫刻）
中山法華経寺 銘文
　　　長祐
i関東・14世紀中頃）
三千仏図 称名寺 銘文
仏浬繋図 法雲寺 銘文
　　　浄宕
i関東・14世紀後半）
地蔵菩薩坐像
@（彫刻）
法光寺 銘文
※本文において本参考資料については言及していない。適宜ご参照いただきたい。
※活躍地は、「中央」（中央詫磨派）と「関東」（関東詫磨派）に大別した。
※作者は中央、関東詫磨派の順に区分し、それぞれにおいては活躍年代順に記した。
※同一作者の作品は、所蔵五〇音順に記した。
※　「作者名の根拠」とは、作者名を決定付ける根拠を示す。
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